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【手続補正書】
【提出日】平成24年6月28日(2012.6.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　この放電灯の駆動装置によれば、放電灯に供給される電圧が所定の電圧値まで上昇した
後、電力量比変化制御が開始される。したがって、所定の電圧値を、電力量比変化制御を
行っても電極の過剰な溶融が生じない程度の値に設定しておけば、電極の過剰な溶融を抑
制することができる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８１】
Ｂ－３．実施例の動作：
　本実施例のプロジェクタにおけるデューティー比変調制御の開始処理について、図１９
に基づいて説明する。図１９は、本実施例におけるデューティー比変調制御の開始処理の
流れを示すフローチャートである。第１の実施例と同様に、放電灯５００が始動すると、
点灯回路制御部８１２は、点灯回路２２０から、供給電力Ｐｐの検出値を取得する。そし
て、第１の実施例と同様に、点灯回路制御部８１２は、供給電力Ｐｐ＝Ｐ１になると(図
１９のステップＳ１０２において、ＹＥＳ)、供給電力Ｐｐ＝Ｐ１になってからの経過時
間が、時間Ｔ１を経過したか否か判断する(ステップＳ１０４）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
　点灯回路制御部８１２は、供給電力Ｐｐ＝Ｐ１になってから時間Ｔ１が経過したと判断
すると（ステップＳ１０４において、ＹＥＳ）、放電灯５００の駆動モードが、「省電力
モード」か否か判断する(ステップＳ１０６)。上記したように、ユーザが、操作ボタン（
図示しない）を介して「省電力モード」を選択している場合には、メモリに記憶されてい
る省電力モードフラグがＯＮにされ、「省電力モード」が選択されていない場合には、省
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電力モードフラグがＯＦＦにされる。点灯回路制御部８１２は、メモリに記憶されている
省電力モードフラグに基づいて、「省電力モード」か否かを判断する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　そのため、省電力モードで放電灯５００を駆動する場合に、仮に、供給電力Ｐｐが電力
値Ｐ２になる前（例えば、Ｃ期間）に、点灯回路制御部８１２が、第２の変調パターンに
てデューティー比変調制御を開始すると、陽極において過剰な溶融が生じるおそれがある
。陽極において過剰な溶融が生じると、第１の実施例における比較例において示したよう
に、アーク長が短くなって(図１６（ｂ）)、光の利用効率が低下することにより、プロジ
ェクタ１０００によって投写される画像の明るさが低下したり、アーク起点が移動する（
図１６（ｃ））ことによって、プロジェクタによって投写される画像にちらつきが生じる
おそれがある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
　変形例の放電灯駆動装置において、第１の実施例と同様に、放電灯５００が始動すると
、図２４に示すように、点灯回路制御部８１２は、供給電力Ｐｐ＝Ｐ１か否か判定する（
ステップＵ２０２）。供給電力Ｐｐ＝Ｐ１になると（ステップＵ２０２において、ＹＥＳ
）、点灯回路制御部８１２は、点灯回路２２０から供給電流Ｉｐの検出値を取得して、Ｉ
ｐ＝Ｉ１か否か判定する (ステップＵ２０４）。点灯回路制御部８１２は、Ｉｐ＝Ｉ１で
ないと判断した場合は（ステップＵ２０４において、ＮＯ）、ステップＵ２０４に戻る。
すなわち、点灯回路制御部８１２は、Ｉｐ＝Ｉ１になるまでは、ステップＵ２０４を繰り
返す。点灯回路制御部８１２は、Ｉｐ＝Ｉ１になったと判断すると（ステップＵ２０４に
おいて、ＹＥＳ）、上記した第１の変調パターンにて、デューティー比変調制御を開始す
る（ステップＵ２０６）。
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